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　それでは、これより○○高校模擬投票を行います。
　このたび○○高校選挙管理委員会事務局をつとめます「　　　　　　　　」と申します。よろしくお願いいたします。
　有権者の皆様には、事前にお配りした各政党のマニフェストをもとに、すでに自分が投票したいと思う政党を検討していただいていると思います。
　投票所の準備が整いしだい、皆様には実際に投票をしていただきますが、その前に選挙管理委員会からいくつか説明をさせていただきます。
　まず、投票用紙に記入する政党名は、Ａ党、Ｂ党、Ｃ党、Ｄ党、Ｅ党のいずれかとなりますが、この場合に各政党の略称であるＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅとだけ記入していただいてもかまいません。
　また、本日は模擬投票のためできませんが、実際の参議院議員の比例選挙では、政党名ではなく政党ごとの名簿に登載された候補者の氏名を記入して投票することもできます。
　ただし、それら以外のことを記入した投票や、２つ以上の政党名や候補者名を記入した投票、さらには白紙による投票などは、無効となってしまいますので、ご注意ください。
　投票の手順としましては、投票受付前の通路に一列に並んでいただき、（生徒Ｂ）のおります受付で入場券と引き替えに投票用紙を受け取って、正面にあります投票用紙の記載台へ進んでいただき、投票用紙に記入して２つに折り、最後に投票箱に投函していただきます。
　投票が終わりましたら、いったん席に戻り、全員の投票が終わるまで静かにお待ちください。
　この時に、他の有権者の投票に干渉しようとしたり、秩序を乱そうとする者がある場合は、監視役となります投票管理者から退出命令を受けることがありますので、くれぐれもご注意ください。
　なお、本日の模擬投票では、各政党の候補者数はいずれも５名とし、当選の議席数は１０名としております。
　また、本日使用する投票箱や投票用紙記載台は、実際の選挙でも使用する実物となっております。（選管から実物を借りた場合のみ）
　それでは、準備が終わるまで、もうしばらくお待ちください。

　準備が整いましたので、これより平成○○年執行○○高校模擬投票を行います。
　まずは、こちらの列の方から、入場券を持って受付前に１列にお並びください。その他の列の方は、しばらく席にてお待ちください。

それではまず、投票箱の空虚確認を行います。
（受付の１人目だけが壇上にあがり、選管役の誘導で投票箱の空虚確認を行う）

　空虚確認が終わりましたので、投票を始めます。
（投票用紙記載台の人数ずつ壇上に上がって、順番に投票を行っていく）



<選管役生徒Ｂ>

　それでは、これより○○高校模擬投票の結果発表を行います。
　○○高校選挙管理委員会事務局の「　　　　　　　　」と申します。よろしくお願いいたします。
　まずは、本日投票されました票数を報告し、その後に政党ごとの当選人数を決定いたします。
　皆様、正面のスクリーンをご覧ください。

（スクリーンに入力し終わったドント式計算エクセルを映し出す）

　このたびの、政党ごとの得票数は、
Ａ党「　　　　　」票
Ｂ党「　　　　　」票
Ｃ党「　　　　　」票
Ｄ党「　　　　　」票
Ｅ党「　　　　　」票　　となりました。

　なお、本日の有権者数は、「　　　　　」人
投票の総数は、　　　　　「　　　　　」票
　うち有効投票数は、　　　「　　　　　」票
　同じく無効投票数は、　　「　　　　　」票
　（無効投票がある場合は、無効となった理由を説明する）
　投票率は、　　　　　　　「　　　　　」％　　となっております。

それでは続きまして、政党ごとの当選人数を発表いたします。
（エクセルの２つ目のシートを開く）
Ａ党「　　　　　」人
Ｂ党「　　　　　」人
Ｃ党「　　　　　」人
Ｄ党「　　　　　」人
Ｅ党「　　　　　」人　　となりました。

実際の選挙では、この人数分の議席が各政党に割り当てられ、名簿に登載された候補者のうち得票数の多かった者から順に当選となります。
また、実際の参議院議員の選挙では、今回の比例選挙の投票のほかに、選挙区選挙の投票も同時に行うこととなります。
ぜひ皆様、選挙の当日は、主権者としての自覚をもって、自分の判断により候補者を決め、忘れずに投票されますよう、よろしくお願いします。
以上をもちまして、平成○○年執行○○高校模擬投票を終わります。
ありがとうございました。
